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カ経済の不況に起閃するのである

が 、
軍羽産業や巨大科学技術に依

仔してきたカリフォルニアの経済

危機はとくに瓜症であるだけに 、

州立大学であるカリフォルニア大

学の財政難も深刻なようである 。

その結果 、たとえ
ば図古館の雑誌

購入費が一O%の予算カット 、教

官の給与も一体五%カットという

厳しさである 。その一方で 、この

秋の新年度からは授菜料を三四%

も航よげするというので 、学生諸

必にとっては大変な負担増であ
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私が現在
教鞭をとっているカリ

フォルニア大学のサンディエゴ校

は太平障を見渡す広大な丘のうえ

に辿っていて 、ノーベル賞受賞者

を八名も擁し 、出界一の海体学部

なども利する総合大学であるが 、

今年は新羽の数行が半減してい

て 、私のような答品教授を含め全

学で四十名前後しか迎えられなか

ったという 。
いうまでもなく 、
地近のアメリ
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説詰

＋ 

る 。広大な敷地に大きなパーキン

グ・スペースがあるにもかかわら

ず学生や教官からも米年で一五O

i二五O米dもの位指料を徴収し

て財源に当てていることなども 、

嶺雄中嶋米カ リ フォJレニア大客員教侵

日本ではみえられないことであ

る 。日本の場合 、いかに不況であっ

ても 、国立大学の編入けなどは 、大学

全体の予算が対前年比で縮小され

るということはまずないだろう 。

認知心理学の世界的栴威でもあ

るアトキンソン学長とは旧知の間

柄なので 、しばしばお話しする機

会をねているのだが 、大学の財政

難には同学長も苦心して居られる

ようだ 。カリフ才ルニア大学全体

を見渡してみても 、十分な研究・

数行決制をあげていないと評価さ

れた研究所 、学部 、学科 、フロヲ

エクトなどが今年から次々
に閉鎖

もしくは
縮小されており 、学内の

カリフォルニア大学サンディエゴ

校の国際関係・太平沖研究大学院

（IR／PS〉である 。従米のア

メリカのアヲア学・中国学などは

大西神とヨーロッパを経由し 、西

洋の学間体系を通じてアヲアや中

凶を見ようとしているのであっ

て 、太平作の側か
ら日
接的にアグ

アや中岡を見るべきだというわけ

でもある 。方法論的にも従来の伝

統的な学問とは遺って 、データを
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このような場所で私は冬学期と

設備・備品の更新もままならない

状況である 。
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こうした
現状
を考えれば 、日米

経済協力関係の一環として 、もし

くはわが国の国際貢献の一部とし

て 、
アメリカの大学 、とくにカリ

フォルニア大学のような西海岸の

有数な大学との研究・教育上の協

hH閲係はもっと探められねばなら

ないであろう 。サンディエゴ校の

地合 、災際に授業を受け持つ日本

からの答品数慢としては私が初め

てのケlスであったようである

が、韓国などが研究・教育交涜に

きわめて積極的であることに比し

て 、日本側の野々
は決して十分だ

とはいえない 。円米間の研究・教

育上の交流は 、どうしても点部の

昼間学府と結びつかざるを得ない
のであろうし 、私自身もハlヴア

lド大学の点アヲア・中国研究な

どに馴挽んできた者の一人である

が 、これから本格的に開時するで

あろうアヲア・太平津時代を考え

てみるとき 、
アメリカ西海岸との

協刈関係は無視できない 。

ところで 、刺広いリベラル・ア

1ツを以踏とするアメリカの大乍

の伝統的な学風を批判するかたち

で 、より専門化されたディシプリ

ンに法づく新しい地域研究の拠点

をつくろうとの意気込みで一九八

七年に設立されたのが 、私のいる

。学期に「中国の対外政策とアヲ

アの国際環境」と題する大学院の

授業を受け持ち 、民い夏休みの後

に 、今日開国を回前にしているのだ

が 、こちらでの教育体験は私自身

にとっても大変質電なものであっ

た 。毎週一固とはいえ 、日本や僻

凶の行庁や企業などが派出する匁

門家研修コ！ス〈IC八P）の学

生を含めて約二十五名の大学院生

を相手に 、聞に十分程度の休恕を

挟むだけで三時間 、英認で授業を

するのは 、自分自身を試すことで

もあり 、充実した期間であった 。

あらかじめ詳細なシラパス（誠

必要録〉を作り 、診考♂も綿々
に指

定して回目茶を進めるのだが 、学生

も教師も
点剣勝負で 、もとより理

由なき休講や迎
刻は評されない 。

授業の後のオフィス・アワーには

熱心な学生が質問や相談に研究室

へやって来る 。そして学期が終わ

ると 、教官の
回目業内容を 、たとえ

ば当該科目についての教官の学

識 、教え方 、討論を活発に組織で

きたかどうか 、といった細目と総

打点で
学生たちが評価す
るアンケ

ートが配られる 。これらのどの点

をとっても 、日本の大学院と比べ

て大きな遣いがあるのではない

か 。わが国でも大学院教育の拡充

が叫ばれている昨今ではあるが 、

大学院制度の歴史が浅いわが国と

しては 、まだまだアメリカに学ぶ

べき点が多いように恩われる 。

（なかじま・みねお）
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